和英語林集成 初版 訳語総索引　解説編　Ⅱ.『和英語林集成』初版｢英和の部｣の訳語について by 菊地 悟
520
（２） ＩＮ Ｔ ＲＯＤＵＣＴＩＯＮ ．（五 十 音 図 ）
ａアZ‘り力　s ”せ　X ”夕 ゛la于7‘ぞl･″` 猊α゛゙ y ａヤ9' ａラ ｌｃａワ!Za がz Ｑザ'(Z(zダIJ･ ７･・ｔ j)(ぞパ
沁IZ ｀j`キ ぶ肩 シ Ｊ';彳 肩 二 肩 ヒqjn ｀ﾐ‘j ・1　9'j` ﾘ　j' ＃1yf･¥ 冫' ジ ｊ ヂ　 μ'ど 鈿 ピ゚
il々Z･‘け　 さz･` ねx ソ‘j哨ヌ ．/`'1フ? 皿 厶! μに1･ 1` 1りレ16 々!/'x グ ぬ ス’ 必;ヅ ＆'x７゛ 7以 プ
ｒ エ
＆ ケ・ ｓeセ　 たデ りle 予 加
‘` 9/'e メ　1/゛'=1: 9で゛ 肭’ヱ ぴ゛ゲ ｚｃゼ(/' ダZ ″ｃべ 外' ぺ



























袖　　 珍 ヘ ボ ン
citizen 素姓正 シキ都府ノ人、府中ノ住民 ヒト、チョウニン、ニンペツ
bank 金銀ヲ預り替 セヲ取組ム座 カネカシ
balcony 窓ノ前ノ張り出シ エン、エンガワ、カイロウ
森 岡氏 は、『袖珍辞 書』の翻訳法は「英語を新しい概念として捉え、旧来の日本語を用いて注釈
す る」 のに対し、初版「英和 の部」 の翻訳法は「英語を日本語の新しい概念とは捉えないで、英
語に対応 する日本語、つ まり英語の概念に近似する、 もし くは類似する日本語は何かを求めよう







































































































盤 ・ 状 賃 ・ 初 学 ・ 助 語 ・ 諸 大 将 ・ 初 版 ・ 心 ・ 神 学 ・ 神 学 者 ・ 人 力 ・ 聖 ・ 聖 経 ・ 西 南 ・ 西 北 ・
世 界 一 統 ・ 石 ・ 跡 ・ 切 ・ 絶 妙 ・ 施 薬 所 ・ 船 将 ・ 千 倍 ・ 千 番 ・ 千 分 一 ・ 大 部 ・ 多 半 ・ 短 ・ 弾 ず
る ・ 談 話 ・ 知 行 所 ・ 地 中 ・ 中 品 ・ 中 立 ・ 痛 風 ・ 敵 対 ・ 鉄 道 ・ 天 運 ・ 冬 ・ 答 ・ 同 国 ・ 同 国 人 。
とうぼう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しやく
同 時 ・ 東 南 ・ 東 方 ・ 東 北 ・ 動 脈 ・ 時 計 師 ・ 曇 天 ・ 南 風 ・ 肉 身 ・二 合 三 勺 ・ 二 十 層 倍 ・ 二 十 倍 ・
二 十 番 ・ 二 升 六 合 ・ 二 斗 二 合 ・ 二 版 ・ 二 里 半 ・人 足 賃 ・ 脳 ・ 売 卜 師 ・ 白 蝋 ・ 八 月 ・ 罰 金 ・ 版 ・
半 年 ・ 飛 脚 賃 ・ 柄 杓 ・ 筆 者 ・百 四 十 四 ・ 百 年 ・ 百 番 ・百 余 人 ・ 百 斤 ・ 無 愛 想 ・ 不 塩 梅 ・ 風 船 ・
．－ ． －．
解　説　 編　　525
不 運 ・ 副 詞 ・ 不 合 ・ 不 死 ・ 不 正 ・ 不 正 直 ・ 不 親 切 ・ 普 請 役 ・ 不 相 当 ・ 無 難 ・ 腐 薬 ・ 兵 術 ・ 兵
ほん　　　　　　　　　　ほんと　　　　　　　　　　　　　　むぎよう　　　　　　　むほん













地 方 役 人 ・ 地 借 り ・ 七 十 番 目 ・ 七 番 目 ・ 七 匁 二 分 五 厘 ・慈 悲 深 い ・ 仕 法 書 き ・ 十 一 番 目 ・十
一 目 ・ 十 五 番 目 ・ 十 番 目 ・十 六 番 目 ・生 写 し ・ 証 拠 書 き ・称 す る ・賞 す る ・ 小 説 物 ・ 常 値 段 ・
小 便 袋 ・ 女 郎 買 い ・ 女 郎 屋 ・ 暑 気 当 り ・ 陣 構 え ・ 信 じ 難 い ・ 推 量 違 い ・ 陶 物 師 ・ 洗 濯 屋 ・ 損
す る ・1210 坪 ・ 大 事 が る ・ タ バ コ 屋 ・ 屯 所 ・ 旦 那 顔 ・ 血 止 め 道 具 ・ 茶 商 人 ・ 中 位 ・ 誅 す る ・
月 役 ・ 鉄 板 ・ 手 伝 い 人 ・ 鉄 砲 狭 間 ・ 手 習 い 師 匠 ・ 時 計 屋 ・ 肉 屋 ・ 二 番 目 ・ 二 羽 ・ 人 相 見 ・ 運
び 賃 ・ 罰 当 た り ・ 八 匁 二 分 三 厘 ・ 針 金 師 ・版 摺 り 台 ・飯 台 敷 き ・ 半 年 ・ 引 き受 け 人 ・引 き 算 。`
ぐう　　ぷしょうもの　　　　　かづら　　　　　　　　　　　　　　　　　へんげ飛 脚 屋 ・ 卑 怯 者 ・ 百 ド ル ・ 百 日 咳 ・ 武 器 庫 ・ 不 精 者 ・ 葡 萄 葛 ・ 葡 萄 畑 ・平 均 相 場 ・ 変 化 る ・
法 書 き ・ 帆 木 綿 ・ 本 柱 ・ 翻 訳 違 い ・ 巻 き 木 綿 ・ 増 し 算 ・ 魔 使 い 女 ・ 償 い 金 ・ 真 似 衆 ・馬 乗 り ・
身 請 け 金 ・ 無 理 取 り ・ 元 金 ・ 焼 き パ ン ・焼 き 明 礬 ・ 訳 す る ・ 用 心 深 い ・ 寄 せ 算 ・ 四 番 ・ 癩 病
病 み ・ ラ シ ャ 綿 ・ 乱 心 者 ・ 了 簡 違 い ・ 猟 す る 。
筒 脊
・ 利 欲 が ち ・ 礼 儀 過 ぎ る ・ 孅 の 木 ・牢 守 り
こ れ ら の 語 彙 が 「 和 英 の 部 」 に 収 録 さ れ な か っ た 要 因 と し て は 、 次 の よ う な こ と が 考 え ら れ る 。
「 和 英 の 部 」に も 収 録 語 数 の 制 限 が あ る 以 上 、敢 え て 説 明 を 要 さ な い 意 味 が 自 明 な 語 彙 、あ る い は 、
一 般 的 な 日 本 語 の 語 彙 に は 含 ま れ な い よ う な 特 殊 な 語 彙 が 落 と さ れ た 、 と い う こ と で あ る（5）。
前 者 の 例 と し て は 数 詞 を は じ め と す る 複 合 語 が あ げ ら れ る が 、 後 者 の 例 に は 、 外 来 語 は も ち ろ
ん 、「 解 毒 剤 ・ 裁 判 所 ・ 動 脈 」 な ど 、 蘭 学 者 に よ っ て 使 わ れ て い た 語 彙 が 含 ま れ て い る 。（6）こ う し
た 語 彙 は 、「 置 き 換 え 法 」 に 使 わ れ る 語 彙 と し て 既 に 定 着 し て い た が 、「 和 英 の 部 」 に 収 録 さ れ る
ほ ど 一 般 化 し て は い な か っ た 、 と い う こ と を 推 察 す る こ と も 可 能 で あ ろ う 。
こ う し て み る と 、 初 版 「 英 和 の 部 」 の 訳 語 に は 、「 和 英 の 部 」 を 補 完 す る 日 本 語 資 料 と し て の 意
義 が 認 め ら れ る 。 し か も 両 者 を 対 照 す る こ と で 、 一 般 的 な 語 彙 と 訳 語 語 彙 の 差 を 知 る こ と が で き








































KISS, No equivalent for this word in Japanese｡























































夜 明 け 、 曙 、 暁 、 東 雲
一
蒸 気 車 道 、 鉄 道
一
句 、 言 い 付 け 、 申 し 付 け 、 申 し 渡 し 、 凶 状
-
